
新『反』差別 連続企画 第2回

シンポジウム
在日×女性の複合差別を考える

映画 もっと真ん中で 上映会

2025年（令和7年） 9月13日（土）12：30～16：20 （開場12時～）
大阪弁護士会館2階ホール

12：30～　映画上映「もっと真ん中で」上映会
14：10～
　シンポジウム「在日×女性の複合差別を考える」
　　①訴訟概要説明
　　②基調講演　元　百合子さん（国際人権法研究者）
　　　　　　　　　「国際条約における複合差別」
　　③パネルディスカッション

在日コリアンである女性フリージャーナリストの李信恵さんは、ネット上で氏名を特定され、ヘイト文言に晒さ
れました。それを黙認することはできないとの思いで、当時の在特会会長の桜井誠氏及びいわゆるまとめサイト
の「保守速報」主宰者に対して損害賠償請求訴訟を提起し、大阪高裁判決で、在日コリアンに対する差別と女性差
別の「複合差別」による損害の認定を勝ち取られました。
本企画では、李信恵さんのこれら訴訟に向かう思い、及び周囲で支援する人々の姿を韓国人監督オ・ソヨンさ
んが描いた映画「もっと真ん中で」を上映するとともに、李信恵さん、訴訟の代理人を務めた上瀧浩子弁護士（京
都弁護士会）及び国際条約の見地から「複合差別」についての意見書を２度執筆された元百合子さんを交えて基
調講演及びパネルディスカッションを行います。
日本社会における在日コリアンに対する差別と女性差別の交差する実態を訴え、勝ち抜いたお三方による、現
状と今後について、語っていただきます。

元　百合子さん（国際人権法研究者）
上瀧　浩子さん（京都弁護士会）
李　　信恵さん（フリージャーナリスト）

大橋　さゆりさん
　（人権擁護委員会ヘイトスピーチ対策推進プロジェクトチーム座長）
億　　智栄さん
　（人権擁護委員会両性の平等部会部会長）

パネリスト
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登壇者
パネリスト

事前申込制

参加費無料
（定員200名）



①　下記のURLまたはQRコードからお申し込みください。
　　定員（200名）に達した場合、申込みを締め切る場合がございます。
　　https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/20250913filmsympo/touroku/
②　上記①の登録完了後、登録完了のメールが届きます。
③　録画・録音は禁止させていただきます。
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大阪弁護士会　委員会部人権課　人権擁護委員会　担当事務局
TEL：06 - 6364 - 1227
※平日 午前9時～午後5時（正午～午後0時45分を除く）

本講演に関するお問い合わせ先
ＡＣＣＥＳＳ　https://www.osakaben.or.jp/06-access/
・京阪中之島線「なにわ橋駅」下車 出口1から徒歩約5分
・地下鉄・京阪本線「淀屋橋駅」下車 1号出口から徒歩約10分
・地下鉄・京阪本線「北浜駅」下車 26号階段から徒歩約7分
・JR東西線「北新地駅」下車 徒歩約15分 
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2025年（令和7年） 9月13日（土）12：30～16：20 （開場12時～）
大阪弁護士会館2階ホール　

登壇者・パネリストのご紹介

国際人権法研究者（元大学教員、国際人権法学会理事）
研究テーマは、民族的、宗教的、言語的マイノリティに属する人々の特別な―人権に付加される―権利、および複数
の事由による差別の交差・複合。
ジェンダー法学会編『重要判例40』（日本加除出版、203年）に本事案における本邦初の複合差別認定判決につい
て判例評釈（上瀧浩子弁護士と共同執筆）所収。

元　百合子さん

大阪府東大阪市出身の在日朝鮮人2.5世。フリーライター。日本人の夫、息子と愛猫のコピ♂＋パル♂＋ソル♂と暮
らす。現在はインターネットのニュースサイト（LOVE PIECE CLUB）をはじめ、解放新聞で連載中。2014年やより
ジャーナリスト賞受賞。2015年1月、影書房から初の著作「#鶴橋安寧　アンチ・ヘイト・クロニクル」、2018年8月か
もがわ出版から上瀧浩子弁護士との共著「 #黙らない女たち 」、2025年8月影書房から「鶴橋SQUARE」発刊。

李　　信恵さん

京都弁護士会所属。在日朝鮮人高齢者無年金裁判、朝鮮学校襲撃事件、ウトロ放火事件被害者側の代理人。所属学
会は、「女性・戦争・人権」学会、日本マンション学会。
前田朗編『憲法を取り戻す：私たちの立憲主義再入門』（三・一書房、2025年4月）、
「ジャーナリズムのための憲法再入門・第14回ヘイト・スピーチの憲法論はどうあるべきか」（『マスコミ市民』658
号、2023年11月）
「フェミ科研費裁判：京都地裁判決を読む」（『女性・戦争・人権』21号、2022年）、
「李信恵さんの２つの裁判」（『別冊法学セミナー』12号、2019年）他。

上瀧　浩子さん

シンポジウム 在日×女性の複合差別を考える

映画 もっと真ん中で 上映会 Plus


